アメリカの地域研究ゼミ（2学期集中）　　　　　　　　　　　　　　　　　担当教員：北　美幸

ゼミのテーマ
近年のアメリカでは、移民や多様な背景を持つ人々がもたらしてきた多様性が抑圧され、ヘイトクライムが増加している。このゼミでは、アメリカ地域研究の中でも、アフリカ系、アジア系、ヒスパニック系、ユダヤ系など「ハイフンつきアメリカ人」と呼ばれるエスニック・マイノリティの人々のアメリカ社会への統合はいかなるものか、そのための政策にはどのようなものがあるか、アメリカ合衆国の社会史、移民史、人種関係論を史的・総合的に学ぶ。そのほか、性的マイノリティの人々（LGBTQ＋）をめぐる状況にも着目する。
テキスト（未定・以下は例）
Michael Bronski, A Queer History of the United States for Young People, Boston: Beacon Press, 2019.

兼子歩、貴堂嘉之『「ヘイト」の時代のアメリカ史：人種・民族・国籍を考える』彩流社、2017年。
森川美生、大森一輝『「もう差別なんてない」と思っているあなたへ：アメリカの経験から日本の現在と未来を考える』小鳥遊書房、2024年。

などの中から、受講生の関心によって決定します。
授業の進め方
毎週、担当者がテキストの報告を行い、その後、質疑応答や討論を通じて内容の理解を深めます。また、3年生は月1回、読書ノートの発表もおこないます。なお、英語のテキストが必ず講読文献の中に含まれますので、英文を読んでレジュメを作成し授業中に報告する作業は、全員が担当します。4年次は卒業論文（400字×50枚程度以上）の指導を中心に行います。

成績評価の方法
出席状況や報告、授業での議論への貢献度、レポートなどにより総合的に評価します。欠席の事前連絡や各種提出物の期限遵守は単位取得の大前提です（無断欠席には単位を与えません）。
ゼミ希望者課題
・ゼミ希望票（学科所定の様式）に、①ゼミ希望理由、②現時点で考えられる卒業論文のテーマ
・別紙（Ａ４で2枚程度）に、③３年次の1年間で読む予定の本のリスト（12冊、授業中に口頭で内容紹介をおこなって頂きます）、④最近読んだアメリカに関する本で印象深かったものを1冊あげ、その内容を紹介し、印象深かった点とその理由を説明する（1200字程度、明石紀雄・飯野正子『エスニック・アメリカ』は除く）
を書き、ゼミ希望票とともに提出して下さい。
③の様式は、北美幸（miyukik@kitakyu-u.ac.jp）宛てにメールで請求して下さい。④は自由様式です。ゼミ希望票に添付して提出して下さい。
その他注意点
・「アメリカの社会」を未履修あるいは履修したけれども十分に理解できていなかった人は、飯野正子『エスニック・アメリカ　第3版』（有斐閣、2011年）を各自購入し、熟読しておくこと。
・このゼミでは、テキスト講読・論文作成に加え、夏休み、春休み、週末などに、講演会の聴講、裁判傍聴（福岡市中央区）、プライドパレード（福岡市博多区）などイベント参加、移民関係の資料館見学（広島、山口）、日本国内エスニックタウン見学（福岡市博多区）等、授業外の活動が多くあります。2023年度、2024年度とも、海外への研修旅行を実施しています。アルバイトや部活動を学生生活の中心にしたい人には向きません。
